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こ
の
た
び
、
公
益
財
団
法
人
亀
陽
文
庫
の

理
事
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
原
祐
一
で

す
。
長
年
に
わ
た
り
当
財
団
と
能
古
博
物
館

を
支
え
て
き
た
先
人
の
歩
み
に
深
く
敬
意
を

抱
き
つ
つ
、
そ
の
志
を
継
ぎ
、
未
来
へ
と
つ

な
ぐ
責
任
の
重
さ
を
新
た
に
し
て
お
り
ま

す
。
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
よ
り
温
か
い
ご
支

援
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
能
古
博
物
館
は
、
江
戸
中
期
の
儒
学
者
・

亀
井
南
冥
を
記
念
し
て
設
立
さ
れ
た
亀
陽
文

庫
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

当
館
の
使
命
は
、
学
問
史
を
紹
介
す
る
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
南
冥
の
学
問
に
流
れ
る

「
人
を
活
か
す
」精
神
を
、
能
古
島
と
い
う
独

自
の
視
点
か
ら
広
が
る「
人
と
海
の
歴
史
」と

重
ね
合
わ
せ
、
立
体
的
に
描
き
出
す
こ
と
を

目
指
し
て
き
ま
し
た
。

　
能
古
島
は
万
葉
の
昔
、
防
人
な
ど
を
題
材

に
和
歌
に
詠
ま
れ
、
博
多
湾
の
中
央
に
位
置

す
る
海
の
要
衝
と
し
て
、
古
来
よ
り
交
易
と

交
流
の
舞
台
で
し
た
。
江
戸
時
代
の
五
ヶ
浦

廻
船
の
繁
栄
や
博
多
の
商
人
文
化
な
ど
、

こ
の
島
を
め
ぐ
る
海
の
歴
史
を
、
当
館
で
は

「
海
の
歴
史
」「
博
多
の
海
の
交
易
史
」「
能
古

島
に
息
づ
く
万
葉
の
世
界
」な
ど
の
テ
ー
マ

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
南
冥
の
弟
子
の
弟
子

に
あ
た
る
女
性
医
師
・
高
場
乱
、
そ
の
門
下

か
ら
生
ま
れ
た
玄
洋
社
が
掲
げ
た
ア
ジ
ア
の

自
主
独
立
の
精
神
も
、
地
域
に
息
づ
く
学
問

と
交
流
の
系
譜
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め

ま
す
。

　
近
代
の
博
多
湾
は
ヨ
ッ
ト
文
化
が
花
開
い

た
海
で
も
あ
り
ま
す
。
太
平
洋
単
独
往
復
航

海
、
さ
ら
に
は
世
界
一
周
へ
挑
ん
だ
牛
島
竜

介
氏
の
壮
挙
は
、
海
と
冒
険
の
昭
和
史
と
し

て
展
示
に
結
実
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
別
館
で
は
太
平
洋
戦
争
後
の「
大

陸
か
ら
の
引
揚
げ
」を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

博
多
港
は
全
国
最
大
規
模
の
引
揚
げ
港
と
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
・

中
村
哲
医
師
の
活
動
を
紹
介
す
る
写
真
展
で

は
、「
命
を
守
る
」と
い
う
普
遍
の
価
値
が
静

か
に
語
り
か
け
ま
す
。（
原
理
事
長
は
昨
年
、

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
）

　
こ
の
よ
う
に
、
能
古
博
物
館
は
古
代
か
ら

現
代
、
能
古
島
か
ら
ア
ジ
ア
へ
と
視
野
を
広

げ
、
海
・
歴
史
・
人
を
つ
な
ぐ
総
合
的
な
文

化
施
設
と
し
て
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
小

さ
な
博
物
館
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
に

新
し
い
発
見
と
、
時
代
を
超
え
る
物
語
を
お

届
け
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。
ど
う
ぞ
ゆ
っ
く

り
と
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

新
理
事
長
あ
い
さ
つ

修復後の孔子廟の欄干・手摺

亀
陽
文
庫
理
事
長



原
寛
前
理
事
長
の

ご
逝
去
を
悼
む

亀井南冥没200年のお茶会（2013年） 新老人の会お花見（2018年）

地域の方と日野原先生を囲んで（2009年）2025年11月お別れ会 日野原重明先生が能古小学生に「命の授業」（2009年）

手漕ぎ和船進水式（2008年）
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能
古
博
物
館
理
事
長
で
あ
り
社
会
医
療
法
人
原
土
井

病
院
会
長
で
あ
っ
た
原
寛
先
生
は
、
令
和
7
年
10
月
16

日
に
93
歳
の
天
寿
を
全
う
し
て
ご
逝
去
に
な
り
ま
し

た
。
先
生
は
病
院
経
営
の
か
た
わ
ら
、
生
涯
を
社
会
貢

献
の
た
め
に
捧
げ
ら
れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
能
古
博
物

館
理
事
長
兼
館
長
と
し
て
長
く
お
努
め
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
こ
と
に
有
難
い
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　
公
益
財
団
法
人
亀
陽
文
庫
・
能
古
博
物
館
は

1
9
8
9
年
に
現
在
の
地
で
開
館
し
ま
し
た
が
、
原
寛

先
生
は
第
2
代
目
の
理
事
長
と
し
て
1
9
9
7
年
に
赴

任
さ
れ
ま
し
た
。
本
館
は
元
来
、
江
戸
時
代
の
儒
学
者

と
し
て
黒
田
藩
で「
甘
棠
館
」を
主
宰
す
る
な
ど
の
活
躍

を
し
た
亀
井
南
冥
と
そ
の
系
列
の
方
々
を
顕
彰
す
る
目

的
で
設
立
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
1
9
9
8
年
に
は
島

の
博
物
館
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
能
古
島
の
海
の

歴
史
や
自
然
、
絵
画
や
陶
器
な
ど
の
展
示
物
も
順
次
開

示
さ
れ
ま
し
た
。
2
0
0
8
年
に
は
子
供
た
ち
に
も
親

し
ま
れ
る「
海
の
見
え
る
丘
博
物
館
」を
目
指
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
さ
ら
に
開
館
30
年
の
2
0
1
9
年
に

は「
海
の
博
物
館
」と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
。
創
刊
記
念
誌

「
博
多
湾
物
語
」の
発
行
や
、
館
内
に
は
古
代
か
ら
現
代

に
い
た
る
博
多
湾
の
歴
史
を
し
の
ぶ
様
々
な
展
示
、
さ

ら
に
は
故
中
村
哲
氏
を
顕
彰
す
る
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
展

示
な
ど
が
な
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
原
前
理
事
長
は
、
聖
路
加
国
際
病
院
理
事
長
で
あ
っ

た
日
野
原
重
明
先
生
の„
新
老
人
の
会
＂に
賛
同
し
て
九

州
を
中
心
に
活
動
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
2
0
0
4

年
か
ら
は
再
度
に
わ
た
っ
て
日
野
原
先
生
を
本
博
物
館

に
招
待
し
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
子
供
た
ち
と
の
交
流

会
も
実
現
さ
れ
多
く
の
方
に
大
い
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。

本
館
の
会
議
室
を
日
野
原
ホ
ー
ル
と
命
名
さ
れ
た
由
縁
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で
す
。
ほ
か
に
も
亀
井
南
冥
没
後
2
0
0
年
を
記
念
し

た
バ
ス
ハ
イ
ク
、
地
域
の
祭
り
へ
の
参
加
、
毎
年
桜
の

開
花
の
時
期
の
花
見
会
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
の
企
画
を
通

し
て
多
く
の
方
々
と
交
わ
り
、
本
館
の
意
義
を
世
に
広

め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
い
つ
も
、
人
々
と
楽
し
む

原
前
理
事
長
の
元
気
な
お
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
当
館
で
は
、こ
れ
か
ら
も
先
生
の
遺
志
を
引
き
継
ぎ
、

さ
ら
な
る
発
展
を
期
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
て
お
り

ま
す
。
最
後
に
先
生
の
ご
冥
福
を
祈
り
つ
つ
、
追
悼
の

言
葉
と
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　    

財
団
法
人
能
古
博
物
館
館
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
前
・
原
土
井
病
院
院
長
） 

�

小
柳
左
門
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我
が
国
で
は
古
来
よ
り
様
々
な
古
典
が
生
み
だ
さ

れ
、
人
々
の
豊
か
な
心
を
育
み
、
知
性
や
見
識
を
磨
き
、

祖
先
以
来
の
私
た
ち
の
生
き
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え

続
け
て
き
ま
し
た
。
能
古
博
物
館
で
は
、
江
戸
時
代
の

儒
学
者
で
あ
っ
た
亀
井
南
冥
の
流
れ
を
く
む
貴
重
な
文

献
資
料（
亀
陽
文
庫
）を
展
示
し
、
敷
地
内
に
は
儒
学
の

祖
で
あ
る
孔
子
の
像
を
祀
る
孔
子
廟
が
建
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
博
物
館
に
隣
り
合
わ
せ
て
万
葉
集
の
歌
碑

（
遣
新
羅
使
の
和
歌
）が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
能
古
博
物
館
で
は
昨
年
春
よ
り
、
古
典
を
楽

し
み
な
が
ら
学
ぶ
読
書
会
を
開
催
し
、
豊
か
な
心
を
育

て
、
日
本
の
誇
る
べ
き
文
化
を
味
わ
う
集
い
を
始
め
る

こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。
能
古
島
と

い
う
風
雅
な
島

で
、
し
ば
ら
く
の

あ
い
だ
古
典
に
親

し
む
時
間
は
、
日

ご
ろ
の
喧
騒
か
ら

逃
れ
て
は
る
か
な

時
を
感
じ
、
人
生

を
振
り
返
る
貴
重

な
体
験
と
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

（
１
）古
典
読
書
会
第
１
期「
万
葉
集
」シ
リ
ー
ズ

　
令
和
7
年
4
月
よ
り
7
月
ま
で
の
第
二
土
曜
日
に
開
催
。

千
三
百
年
以
上
も
昔
に
生
ま
れ
た
国
民
的
大
歌
集
で
あ

る
万
葉
集
全
二
十
巻
に
は
、
古
代
の
人
々
の
素
朴
で
豊

か
な
感
性
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
人
の
心
の
故
郷

と
言
っ
て
も
い
い
万
葉
集
を
、
と
も
に
読
み
味
わ
い
ま

し
た
。
解
説
は
能
古
博
物
館
館
長
の
小
柳
が
担
当
。

　
4
月
：�「
筑
紫
の
歌
」　
大
伴
旅
人
の
梅
花
の
歌
、
山

上
憶
良
の「
子
ら
を
思
う
歌
」な
ど

　
5
月
：�「
博
多
の
海
の
歌
」　
遣
新
羅
使
の
和
歌
、
志

賀
島
の
海
人
荒
雄
を
悼
む
歌
な
ど

　
6
月
：�「
初
期
万
葉
集
の
歌
」　
万
葉
集
初
期
の
代
表

的
な
名
歌
、
大
和
賛
歌
な
ど

　
7
月
：�「
防
人
の
歌
、
名
も
無
き
民
の
歌
」東
国
か
ら

は
る
ば
る
筑
紫
に
来
た
若
き
防
人
の
歌
、
素

朴
な
東
国
の
民
衆
の
歌
な
ど

　
参
加
者
は
延
べ
約
80
名
で
し
た
。

（
２
）古
典
読
書
会
第
２
期「
論
語
」シ
リ
ー
ズ

　
令
和
7
年
9
月
よ
り
12
月
ま
で
の
第
二
土
曜
日
に
開
催
。

　「
論
語
」は
儒
学
の
祖
、
孔
子
の
言
行
録
と
し
て
紀
元

前
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
西
暦
5
世
紀
末
に
輸

入
さ
れ
て
以
来
、
我
が
国
の
学
問
の
基
礎
と
し
て
受
け

継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
と
く
に
江
戸
時
代
、「
論
語
」を

代
表
と
す
る
四
書
五
経
は
藩
校
や
寺
子
屋
教
育
の
中
心

で
あ
り
、
能
古
博
物
館
の
掲
げ
る
亀
井
南
冥
の
代
表
的

著
作
も「
論
語
」の
解
説
書「
論
語
語ご

由ゆ
う
」で
し
た
。
そ
こ

で
当
館
で
は
、
あ
ら
た
め
て
興
味
あ
る
方
々
と「
論
語
」

を
紐
解
い
て
読
ん
で
み
よ
う
と
企
画
し
た
わ
け
で
す
。

　
ま
た
寺
子
屋
に
学
ん
で
、
論
語
素
読
の
あ
と
は
参
加

者
の
皆
さ
ん
と
論
語
の
一
節
を
心
を
こ
め
て
書
写
し

て
、
学
び
を
深
め
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。
書
道
の
指

導
は
福
岡
在
住
の
書
家
、
坂
本
華
泉
先
生
で
す
。

　
9
月
：�「
論
語
」素
読
の
事
始
め
。
我
が
国
に
お
け
る

儒
学
の
歴
史
解
説

　
10
月
：�「
学
而
第
一
」篇
。「
学
び
て
時
に
之
を
習
う
、

ま
た
悦
ば
し
か
ら
ず
や
」な
ど

　
11
月
：�「
学
而
第
一
」篇
、
続
。「
礼
の
用
は
和
を
貴
し

と
な
す
」な
ど

　
12
月
：�「
為
政
第
二
」篇
。「
吾
十
有
五
に
し
て
学
に
志

す
」な
ど
、
孔
子
の
生
涯

　
参
加
者
は
延
べ
約
60
名
で
し
た
。

「
古
典
を
楽
し
む
読
書
会
」の
開
催
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「
古
典
を
楽
し
む
読
書
会
」の
来
年
度
予
定

第
3
期
古
典
読
書
会

　

「
万
葉
集
：
四
季
の
歌
」

　
4
回
シ
リ
ー
ズ
　（
20
名
様
限
定
）

　
令
和
8
年
4
月
～
7
月
の
第
2
土
曜
日

　「
万
葉
集
講
話
」　
午
後
2
時
よ
り
3
時
30
分

　「
万
葉
集
書
写
の
楽
し
み
」　
4
時
30
分
ま
で

第
4
期
古
典
読
書
会

　

「
論
語
：
孔
子
の
言
葉
」

　
4
回
シ
リ
ー
ズ
　（
20
名
様
限
定
）

　
令
和
8
年
9
月
～
12
月
の
第
2
土
曜
日

　「
論
語
の
素
読
」　
午
後
2
時
よ
り
3
時
30
分

　「
論
語
書
写
の
楽
し
み
」　
4
時
30
分
ま
で

　
講
話
お
よ
び
解
説
：
能
古
博
物
館
館
長
・
小
柳
左
門
ほ
か

　
会
場
：
能
古
博
物
館
会
議
室

　
会
費
：
入
館
料
お
よ
び
資
料
代
と
し
て
9
0
0
円

　
　
　
　（
友
の
会
会
員
は
5
0
0
円
）

　
参
加
の
お
申
し
込
み
は
能
古
博
物
館
に

　
電
　
話	

（
0
9
2-
8
8
3-

2
8
8
7
）、

　
F
A
X	

（
0
9
2-

8
8
3-

2
8
8
1
）

　
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

　（info@
nokonoshim

a-m
useum

.or.jp

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
各
藩
に
設
け
ら
れ
た
藩
校
の
学
問

や
精
神
を
今
に
伝
え
よ
う
と
す
る
全
国
藩
校
サ

ミ
ッ
ト
が
、
昨
年
11
月
に
福
岡
県
朝
倉
市
に
お
い

て
旧
秋
月
藩
の
も
と
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
徳
川

宗
家
を
は
じ
め
全
国
の
藩
主
の
御
子
孫
が
、
三
十

名
以
上
も
各
藩
の
旗
の
も
と
に
揃
っ
て
並
ば
れ
た

情
景
は
壮
観
で
し
た
。

　
最
初
に
秋
月
中
学
校
の
生
徒
数
十
名
に
よ
る
秋

月
藩「
稽
古
館
の
教
え
」（
本
誌
前
号
に
記
載
）が

堂
々
と
朗
誦
さ
れ
、
会
場
一
杯
の
聴
衆
に
感
動
を

与
え
ま
し
た
。

　
特
別
講
演
は
テ
レ
ビ
の
歴
史
番
組
で
お
な
じ
み

の
歴
史
作
家
河
合
敦
氏
に
よ
る「
人
づ
く
り
は
国
づ

く
り
」で
し
た
が
、
第
三
代
目
秋
月
藩
主
で
あ
る
黒

田
長
舒
公
が
師
範
と
し
て
招
い
た
亀
井
南
冥
の
学

問
を
詳
し
く
紹
介
さ
れ
た
の
は
驚
き
で
し
た
。
講

演
終
了
後
に
河
合
氏
に
お
会
い
し
、
亀
井
南
冥
と

能
古
博
物
館
と
の
縁
に
つ
い
て
お
話
し
し
、
大
変

喜
ば
れ
ま
し
た
。
今
後
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て
、
朝
倉
市
秋
月
博

物
館
の
特
別
展
に
お
い
て
は
、
能
古
博
物
館
の
亀
井

南
冥
、
昭
陽
の
関
係
資
料
や
孔
子
廟
に
安
置
し
て
い

る
青
銅
の
孔
子
像
が
一
時
的
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
同
館
に
お
い
て
は
亀
井
南
冥
の
紹
介
や
講

演
会
も
催
さ
れ
、
秋
月
藩
に
根
付
く
亀
井
学
の
伝
統

を
知
っ
て
い
た
だ
く
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
、
朝
倉
に
て
開
催

小柳館長（左）と河合氏（右）
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す
。

（2）
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、会
員
証
を
お
送
り

致
し
ま
す
。

（3）
会
員
証
の
有
効
期
間
は
１
年
と
致
し
ま

す
。
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人
１
口
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数
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１
口
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万
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数
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附
及
び
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会
費
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制

上
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す
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法
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便
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１
７
３
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０
９
７
０

 

公
益
財
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法
人
　
亀
陽
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庫
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行
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み 
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シ
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井
支
店
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通
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５
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１
４
５
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益
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人
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庫
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会
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会
員
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数
）

赤
塚 

炫
 

②

秋
山 

雄
治
 

⑯

麻
生 

芳
正
 

⑬

荒
木 

英
子
 

⑨

池
田 

修
三
 

㉚

池
松 

幾
生
 

⑲

諌
見 

俊
英
 

⑦

石
橋 

善
弘
 

㉗

市
川 

章
子
 

⑧

市
丸 

喜
一
郎
 
㉛

井
出 

美
子
 

⑭

伊
藤 

明
夫
 

⑫

石
清
水 

由
紀
子
 ⑭

宇
都
宮 

邦
子
 
⑮

浦
田 

裕
 

⑰

江
﨑 

小
二
郎
 
⑲

大
石 

由
美
子
 
⑪

大
石 

恭
仁
子
 
⑱

大
智 

玲
子
 

⑰

大
屋 

美
紀
 

①

荻
原 

美
枝
子
 
⑯

金
子 

柳
水
 

㉙

上
村 

陽
一
郎
 
⑫

河
野 

道
博
 

⑯

川
橋 

清
秀
 

③

河
邉 

慶
子
 

⑯

木
皿 

敦
代
 

㉑

岐
部 

安
信
 

⑭

木
村 

寧
海
 

⑪

國
松 

妙
光
 

①

久
芳 
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隆
 

㉕

窪
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忠
成
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久
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由
美
子
 
②

黒
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明
子
 

⑱

桑
野 

種
義
 

②

高
口 

貴
子
 

④

合
瀬 

武
久
 

⑬

甲
本 

達
也
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古
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子
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創
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小
堀 

瑠
伊
子
 
⑯

小
柳 

左
門
 

④
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藤 

啓
亮
 

①

坂
本 

和
代
 

①

佐
久
間 

み
な
子
 ⑦

白
木 

太
一
郎
 
⑮
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原 
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毅
 

㉖

杉
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謙
 

⑰

関 

賢
司
 

⑰

関 
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巳
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瀬
戸 

美
都
子
 
⑯

髙
嶋 

桂
子
 

⑯

高
山 

博
光
 

⑫
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俊
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②

田
坂 

大
藏
 

⑭

田
代 

健
治
 

⑬

立
石 

京
 

⑳

田
中 

大
士
 

③

田
中 

由
紀
子
 
⑩

田
村 

こ
ず
え
 
①

（
有
）ナ
ガ
シ
マ
建
築
工
房
 ①

永
渕 

郁
子
 

⑦

西
牟
田 

奈
々
 
⑱

西
山 

紀
子
 

⑱

波
多
野 

直
之
 
⑰

八
田 

喜
弘
 

⑬

服
部 

た
か
子
 
⑱

花
田 

ひ
ろ
子
 
⑰

馬
場 

浩
太
 

⑬

濱
﨑 

彩
子
 

⑪

原 

和
美
 

⑬

原 

順
子
 

⑬

原 

靖
子
 

⑱

原 

祐
一
 

⑬

春
野 

政
虎
 

⑧

福
冨 

節
子
 

⑰

福
山 

智
美
 

⑰

藤
井 

鉄
夫
 

⑱

藤
瀬 

三
枝
子
 
㉕

牧 

健
太
郎
 

⑫

牧 

百
合
子
 

①

松
岡 

智
恵
子
 
⑱

松
尾 

真
典
 

⑫

松
尾 

尚
城
 

⑫

松
原 

敞
 

①

三
浦 

佑
之
 

⑯

み
の
た 

り
か
こ
 ⑤

本
島 

洋
 

⑪

杜 

あ
と
む
 

⑳

森 

恍
次
郎
 

⑮

森 

純
子
 

⑰

森 

正
敏
 

⑮

安
井 

久
喬
 

⑫

安
松 

淳
祐
 

⑯

山
下 

謙
 

⑬

山
田 

博
子
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山
本 

留
美
 

⑮

山
本 

め
ぐ
み
 
②

和
才 

雅
宣
 

⑪

渡
辺 

彰
 

⑬

渡
辺 

弘
一
 

②

渡
辺 

紳
二
郎
 
⑤

　（個
　人
）

▼ 

協
賛
ご
寄
附

　（法
　人
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
浄
満
寺

ア
ネ
ー
ラ
税
理
士
法
人

税
理
士
法
人
エ
ム・エ
イ・シ
ー

（
医
）江
頭
会
さ
く
ら
病
院

（
医
）恵
光
会
原
病
院

（
医
）笠
松
会
　
有
吉
病
院

（
医
）西
福
岡
病
院

（
医
）原
三
信
病
院

（
医
）原
土
井
病
院

（
医
）福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

（
医
）ホ
ー
ム
ケ
ア

（
一
社
）あ
お
ば
研
究
所

（
株
）青
葉
千
寿
倶
楽
部

（
株
）旭
工
務
店

エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス（
株
）九
州
北
事
業
部

（
株
）彩
苑

（
株
）ア
サ
ヒ
ホ
ー
ム

（
株
）サ
ン
コ
ー

（
株
）C
D
S

（
株
）セ
ン
タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

（
株
）筑
紫
不
動
産

（
株
）内
藤
工
務
店

（
株
）西
日
本
シ
ティ
銀
行

（
株
）ワ
イ
エ
ム
フ
ー
ズ

足
立 

晴
道
 

市
川 

正
隆

上
原 

孝
正
 

合
馬 

紘

小
野
﨑 

徹
 

亀
井 

章
裕

河
村 

敬
一
 

朔 

元
則

島
塚 

祐
弘
 

鈴
木 

友
和

添
島 

律
子
 

竹
川 

克
幸

中
村 

保
夫
 

仁
保 

喜
之

原 

寛
 

三
野
原 

勝
子

吉
田 

長
利

（
敬
称
略・順
不
同
）

6

2026年（令和8年） 3月　第90号 

孔
子
廟
修
復
と
記
念
式
典

　
孔
子
廟
は
、
儒
学
の
祖
で
あ
る
孔
子
を
祀
る
廟
堂
で
あ
り
、
か
つ
て
江

戸
時
代
の
藩
校
な
ど
に
設
立
さ
れ
、
孔
子
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
能

古
博
物
館
広
場
の
一
角
に
あ
る
孔
子
廟
は
、
設
立
以
来
ほ
ぼ
35
年
を
経
て

い
ま
す
が
、
周
囲
の
柵
や
石
垣
、
建
物
の
一
部
な
ど
に
か
な
り
の
腐
食
や

損
傷
が
目
立
ち
始
め
て
お
り
、
と
く
に

柵
に
つ
い
て
は
観
覧
さ
れ
る
方
々
の
危

険
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
令
和
6
年

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て

修
復
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
多
く
の
方
々
か
ら
の
ご
賛

同
を
得
て
目
標
額
に
達
す
る
こ
と
が
で

き
、
お
蔭
様
で
昨
年
5
月
に
完
成
い
た

し
ま
し
た
。
本
紙
面
を
借
り
て
、
あ
ら

た
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
7
月
19
日
に
は
、
孔
子
廟
修

復
後
の
披
露
も
か
ね
て
能
古
博
物
館
に

お
い
て
記
念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。
約

30
名
の
方
々
が
来
館
さ
れ
、
孔
子
廟
見

学
お
よ
び
参
拝
の
の
ち
、
館
長
の
小
柳

が「
日
本
に
お
け
る
儒
学
の
受
容
と
亀

井
学
」と
題
し
て
記
念
講
演
を
致
し
ま

し
た
。

寄
贈
資
料
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

　
こ
の
た
び
、
当
館
に
新
た
な
資
料
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
貴
重
な
資
料
を
収
蔵
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

長
　
直
子
様
　
　
亀
井
南
冥
屏
風
　

6
曲
1
隻

鶴
巻
　
美
紀
様
　
亀
井
昭
陽
、
亀
井
少
琹
掛
幅
2
点

江
頭
　
啓
介
様
　
仙
厓
禅
師
　
掛
幅
1
点

池
田
由
紀
子
様
　
多
々
羅
義
雄
油
彩
2
点

前
田
　
雅
信
様
　
多
々
羅
義
雄
油
彩
1
点

　
い
た
だ
い
た
資
料
は
、
保
存
・
調
査
を
進
め
、

今
後
の
展
示
や
研
究
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

所
蔵
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ

　
令
和
7
年
度「
文
化
庁 

博
物
館
収
蔵
資
料
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
推
進
事
業
」に
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
亀
井
資
料
の
中
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る

「
掛
幅
」の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
を
開
始
い
た
し
ま
し

た
。
今
後
も
、
貴
重
な
資
料
を
未
来
へ
確
実
に
引

き
継
ぐ
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
文
化
遺

産
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。



2
0
2
5
年
度

　能
古
博
物
館
協
賛
ご
寄
付
及
び
友
の
会
会
費
ご
入
金
の
方
々

（
同
年
度
末
現
在
）

友
の
会
入
会
の
ご
案
内

● 

友
の
会
会
費

　
　
１
口
　
三
千
円（
何
口
で
も
可
）

　※

会
費
の
納
入
方
法

　
　
郵
便
振
替 

０
１
７
３
０-

９-

６
０
９
７
０

　
　
公
益
財
団
法
人 

亀
陽
文
庫

（1）
振
込
み
料
は
当
館
に
て
負
担
致
し
ま
す
。

（2）
会
費
の
納
入
確
認
後
、会
員
証
を
お
送
り

致
し
ま
す
。

（3）
会
員
証
の
有
効
期
間
は
１
年
と
致
し
ま

す
。

（4）
入
館
時
に
会
員
証
を
受
付
け
に
ご
提
示

下
さ
い
。ご
入
館
は
随
意
で
何
回
で
も
無

料
で
す
。（
ご
同
伴
１
名
ま
で
無
料
）

（5）
機
関
誌「
の
こ
博
物
館
だ
よ
り
」を
、お
届

け
致
し
ま
す
。随
想
や
ご
意
見
を
歓
迎
し

ま
す
。

（6）
館
が
企
画
す
る
催
物
の
ご
案
内
と
参
加

費
の
割
引
き
を
致
し
ま
す
。

協
賛
寄
附
の
ご
案
内

　
法
人
１
口
三
万
円 ×

 

口
数

　
個
人
１
口
一
万
円 ×

 

口
数

＊
協
賛
ご
寄
附
及
び
友
の
会
会
費
は
、税
制

上
の「
寄
附
控
除
」の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
納
入
方
法

　
１
、 
郵
便
振
替
え 

 
０
１
７
３
０・９・６
０
９
７
０

 
公
益
財
団
法
人
　
亀
陽
文
庫

　
２
、 

銀
行
振
込
み 

西
日
本
シ
ティ
銀
行 

 

土
井
支
店

　 

普
通
　
０
５
５
１
４
５
９
　

 

公
益
財
団
法
人
　
亀
陽
文
庫

▼ 

友
の
会
会
員

注
＝
敬
称
略・五
十
音
順

 

・数
字
は
会
員
歴（
年
数
）

赤
塚 

炫
 

②

秋
山 

雄
治
 

⑯

麻
生 

芳
正
 

⑬

荒
木 

英
子
 

⑨
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生
 

⑲
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⑦
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市
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㉛

井
出 

美
子
 

⑭

伊
藤 

明
夫
 

⑫

石
清
水 

由
紀
子
 ⑭

宇
都
宮 

邦
子
 
⑮

浦
田 

裕
 

⑰

江
﨑 

小
二
郎
 
⑲

大
石 

由
美
子
 
⑪

大
石 

恭
仁
子
 
⑱

大
智 

玲
子
 

⑰

大
屋 

美
紀
 

①

荻
原 

美
枝
子
 
⑯

金
子 

柳
水
 

㉙

上
村 

陽
一
郎
 
⑫

河
野 

道
博
 

⑯

川
橋 

清
秀
 

③

河
邉 

慶
子
 

⑯

木
皿 

敦
代
 

㉑

岐
部 

安
信
 

⑭

木
村 

寧
海
 

⑪

國
松 

妙
光
 

①

久
芳 

正
隆
 

㉕

窪
山 

忠
成
 

②

久
米 

由
美
子
 
②

黒
田 

明
子
 

⑱

桑
野 

種
義
 

②

高
口 

貴
子
 

④

合
瀬 

武
久
 

⑬

甲
本 

達
也
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古
賀 

崇
雅
 

②

古
閑 

道
子
 

⑨

小
西 

創
 

③

小
堀 

瑠
伊
子
 
⑯

小
柳 

左
門
 

④

齊
藤 

啓
亮
 

①

坂
本 

和
代
 

①

佐
久
間 

み
な
子
 ⑦

白
木 

太
一
郎
 
⑮

杉
原 
正
毅
 

㉖

杉
山 
謙
 

⑰

関 
賢
司
 

⑰

関 

敏
巳
 

⑯

瀬
戸 

美
都
子
 
⑯

髙
嶋 

桂
子
 

⑯

高
山 

博
光
 

⑫

竹
中 

俊
裕
 

②

田
坂 

大
藏
 

⑭

田
代 

健
治
 

⑬

立
石 

京
 

⑳

田
中 

大
士
 

③

田
中 

由
紀
子
 
⑩

田
村 

こ
ず
え
 
①

（
有
）ナ
ガ
シ
マ
建
築
工
房
 ①

永
渕 

郁
子
 

⑦

西
牟
田 

奈
々
 
⑱

西
山 

紀
子
 

⑱

波
多
野 

直
之
 
⑰

八
田 

喜
弘
 

⑬

服
部 

た
か
子
 
⑱

花
田 

ひ
ろ
子
 
⑰

馬
場 

浩
太
 

⑬

濱
﨑 

彩
子
 

⑪

原 

和
美
 

⑬

原 

順
子
 

⑬

原 

靖
子
 

⑱

原 

祐
一
 

⑬

春
野 

政
虎
 

⑧

福
冨 

節
子
 

⑰

福
山 

智
美
 

⑰

藤
井 

鉄
夫
 

⑱

藤
瀬 

三
枝
子
 
㉕

牧 

健
太
郎
 

⑫

牧 

百
合
子
 

①

松
岡 

智
恵
子
 
⑱

松
尾 

真
典
 

⑫

松
尾 

尚
城
 

⑫

松
原 

敞
 

①

三
浦 

佑
之
 

⑯

み
の
た 

り
か
こ
 ⑤

本
島 

洋
 

⑪

杜 
あ
と
む
 

⑳

森 
恍
次
郎
 

⑮

森 
純
子
 

⑰

森 

正
敏
 

⑮

安
井 

久
喬
 

⑫

安
松 

淳
祐
 

⑯

山
下 

謙
 

⑬

山
田 

博
子
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山
本 

留
美
 

⑮

山
本 

め
ぐ
み
 
②

和
才 

雅
宣
 

⑪

渡
辺 

彰
 

⑬

渡
辺 

弘
一
 

②

渡
辺 

紳
二
郎
 
⑤

　（個
　人
）

▼ 

協
賛
ご
寄
附

　（法
　人
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
浄
満
寺

ア
ネ
ー
ラ
税
理
士
法
人

税
理
士
法
人
エ
ム・エ
イ・シ
ー

（
医
）江
頭
会
さ
く
ら
病
院

（
医
）恵
光
会
原
病
院

（
医
）笠
松
会
　
有
吉
病
院

（
医
）西
福
岡
病
院

（
医
）原
三
信
病
院

（
医
）原
土
井
病
院

（
医
）福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

（
医
）ホ
ー
ム
ケ
ア

（
一
社
）あ
お
ば
研
究
所

（
株
）青
葉
千
寿
倶
楽
部

（
株
）旭
工
務
店

エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス（
株
）九
州
北
事
業
部

（
株
）彩
苑

（
株
）ア
サ
ヒ
ホ
ー
ム

（
株
）サ
ン
コ
ー

（
株
）C
D
S

（
株
）セ
ン
タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

（
株
）筑
紫
不
動
産

（
株
）内
藤
工
務
店

（
株
）西
日
本
シ
ティ
銀
行

（
株
）ワ
イ
エ
ム
フ
ー
ズ

足
立 

晴
道
 

市
川 

正
隆

上
原 

孝
正
 

合
馬 

紘

小
野
﨑 

徹
 

亀
井 

章
裕

河
村 

敬
一
 

朔 

元
則

島
塚 

祐
弘
 

鈴
木 

友
和

添
島 

律
子
 

竹
川 

克
幸

中
村 

保
夫
 

仁
保 

喜
之

原 

寛
 

三
野
原 

勝
子

吉
田 

長
利

（
敬
称
略・順
不
同
）

7

能古博物館だより

主
な
グ
ル
ー
プ
来
館
等

3
月
29
日（
土
）	

鹿
垣
を
守
る
会	

100
名

3
月
30
日（
日
）	

元
気
1
0
0
倶
楽
部	

25
名

4
月
7
日（
月
）	

原
西
公
民
館
太
極
拳
同
好
会	

13
名

4
月
12
日（
土
）	

九
州
大
学
理
学
部	

8
名

5
月
7
日（
水
）	

能
古
小
学
校
3
年
生	

23
名

5
月
8
日（
木
）	

能
古
小
学
校
6
年
生	

5
名

5
月
11
日（
日
）	

福
岡
き
ぼ
う
中
学
校	

36
名

5
月
16
日（
金
）	

秋
月
博
物
館
資
料
調
査	

4
名

5
月
18
日（
日
）	

の
こ
の
こ
歩
こ
う
会	

5
名

5
月
23
日（
金
）	

糸
島
史
跡
を
歩
く
会	

6
名

5
月
25
日（
日
）	

西
区
ま
る
ご
と
博
物
館
推
進
会	

24
名

6
月
27
日（
金
）	

山
の
会「
つ
く
し
み
ど
り
の
会
」	

46
名

7
月
19
日（
土
）	 「
孔
子
廟
」欄
干
修
復
記
念
講
演
会	

23
名

7
月
29
日（
火
）	

九
州
歴
史
資
料
館
貸
出
資
料
の
搬
出	

3
名

8
月
27
日（
水
）	 「
人
参
畑
」会
報
誌
取
材	

1
名

9
月
12
日（
金
）	

秋
月
博
物
館
貸
出
資
料
の
搬
出	

4
名

10
月
9
日（
木
）	

西
区
よ
か
と
こ
案
内	

23
名

11
月
13
日（
木
）	

能
古
中
学
校
1
年
生	

18
名

11
月
15
日（
土
）	

鹿
垣
を
守
る
会	

67
名

11
月
22
日（
土
）	

産
業
技
術
総
合
研
究
所
地
質
調
査	

5
名

11
月
24
日（
月
）	

エ
フ
コ
ー
プ	

27
名

11
月
29
日（
土
）	

福
岡
中
小
企
業
経
営
者
協
会	

14
名

　「のこのしまアイランド
パーク」＝久保田観光

（株）＝のご協力で今年
も、同パークの入園券1
枚を協賛及び友の会の
会員の皆様に進呈いた
します。
　入園券は令和8年度
の「会員証」及び「領収
書」に同封致します。

お知らせ



バス停から
徒歩約4分（下り坂）

階段

船溜り

能古保育園漁協

門

市指定史跡

楷

能古学校前

渡船場前

北浦口

白鬚神社
ひげ

※ 西鉄バスをご利用の際は「能古学校前」で下車してください。

市営渡船（フェリー）

お問い合わせ

●姪浜ー能古島間：約10分

姪浜旅客待合所 
TEL 092-881-8709
能古旅客待合所 
TEL 092-881-0900
※ 繁忙期はフェリー臨時便が運航され、島内バスの臨時便と接続します。※ 繁忙期はフェリー臨時便が運航され、島内バスの臨時便と接続します。 ◎印は日祝日運休 2026年3月現在

西鉄バス
●JR博多駅より 博多口正面Aのりば
　300、301、302番 「のこ渡船場行き」：約50分
●天神より 三越前1Aのりば 
　300、301、302番 「のこ渡船場行き」：約30分

市営地下鉄：「姪浜駅」下車乗り継ぎ
●西鉄バス姪浜駅 北口 
　98番 「のこ渡船場行き」：約12～20分
●タクシー：約8分

姪
浜
旅
客
待
合
所

ま
で
の
ア
ク
セ
ス

能古・姪浜航路 時刻表

1
2
3
4
5
6
7

05:00
06:00
06:30
07:00
07:30
08:00
09:00

8
9
10
11
12
13
14
15

能古 発 10:00
11:00
12:00
13:00
14:00
15:00
16:00
17:00

16
17
18
19
20
21
22
23

17:30
18:00
18:30
19:30
20:15
20:45
21:45
22:45

◎

◎

1
2
3
4
5
6
7

05:15
06:15
06:45
07:15
07:45
08:15
09:15

8
9
10
11
12
13
14
15

姪の浜 発 10:15
11:15
12:15
13:15
14:15
15:15
16:15
17:15

16
17
18
19
20
21
22
23

17:45
18:15
18:45
19:45
20:30
21:00
22:00
23:00

◎

◎

ようこそ博物館へ

開 館 日／毎週 金曜・
 土曜・日曜と祝日
 5月、10月は全日開館 
※団体の場合は休館日にかかわらず
　ご相談ください
開館時間／10:00～17:00
 （入館16：30まで）

（渡船場から徒歩約15分）
徒歩コース

（能古学校前バス停から徒歩約4分）
バスコース

お食事、
みやげ物店など

館内散策路

（注）冬季（12月下旬～2月中旬）は、
展示物入れ替えなどで長期休館を原
則としています。御用の場合は事前に
お問い合せ願います。

也良崎也良崎
万葉歌碑万葉歌碑 灯台灯台

のこのしま
アイランドパーク
のこのしま
アイランドパーク

アイランド
パーク前
アイランド
パーク前

展望台・
思索の森入口
展望台・

思索の森入口
思
索
の
森

思
索
の
森

牧の神神社牧の神神社
牧の神公園牧の神公園

能古島キャンプ村
海水浴場
能古島キャンプ村
海水浴場

能古島
展望台
能古島
展望台

能古学校前能古学校前

亀陽文庫
能古博物館

教会前教会前

小平谷小平谷

早田古墳入口早田古墳入口

早田古墳早田古墳

渡船場前渡船場前

白鬚神社白鬚神社

龍の宮龍の宮
磯辺公園磯辺公園

蒙古塚蒙古塚

鹿垣鹿垣

自然探勝路自然探勝路

檀一雄
文学碑
檀一雄
文学碑

檀一雄
歌碑
檀一雄
歌碑

・観光案内所
・特産品、お土産
・コンビニ
・食事処

JA
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能古博物館だより 2026年（令和8年） 3月　第90号 




